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  日本工学会科学技術人材育成コンソーシアム 

2021年度第 4回コンソーシアム会議（全体会議）議事録 

  

日  時： 2022年 1月 19日（金）13時～15時 

場  所：   Zoom会議 

出 席 者：（敬称略）出席者下線 

 代 表：岸本喜久雄    副 代 表：廣瀬壮一（部会 1）、林洋一 

 幹 事：荻窪光慈（部会 2）、山本誠（部会 3） 

委 員：結城義敬、高橋章浩、松村暢彦、佐藤勲、中澤浩介、三田清文、 

新宮清志、蔦森秀夫、中村大介、井上裕嗣 

 維持員：森田勉 

オブザーバ：馬場大輔、大坪梓、西尾崇、大槻肇 

 顧 問：有信睦弘、松瀬貢規 

      事務局：島田敏男 

 

議  題： 

1．2021年度第 3回コンソーシアム会議（10/29）議事録確認 

2．各部会報告 

3．今後の活動の進め方 

     1)  2022年度事業計画・2021年度事業報告（審議・承認） 

2)  第 12回人材育成シンポジウム（CPD協議会との合同）報告(2021/11/26) 

3)  第 3回世界エンジニアリングデー記念シンポジウム案内(2022/3/4) 

4．委員の交代ほか 

5．その他 

 

 

配布資料：  

0-1. 日本工学会科学技術人材育成コンソーシアム会議 議題表（本紙） 

0-2. 2021年度コンソーシアム会議構成（2022.1.19現在） 

1. 前回(2021年度第 3回)コンソーシアム会議（2021/10/29）議事録（案） 

2. 部会 1、2報告 

  3-1. 2022年度事業計画・2021年度事業報告 

  3-2. 第 12回人材育成シンポジウム（CPD協議会との合同）報告(2021/11/26) 

  3-3. 第 3回世界エンジニアリングデー記念シンポジウム案内(2022/3/4) 

4. 委員の交代ほか 

  5. 高等教育国際シンポジウム企画案 

 

議  事： 

1.  前回(2021年度第 3回)コンソーシアム会議（2021/10/29）議事録確認 

  資料 1に基づき前回議事録を確認し、承認された。 

 

2.  各部会報告 
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  部会 1及び部会 2について、資料 2に基づき、11月 26日に開催された第 12回人材育成シン

ポジウムでの講演内容「学協会の人材育成の取り組みについて」（資料 2-1）や、同講演の中で紹

介された、本コンソーシアムHPで公開している、各学協会の人材育成及び教育支援に関する情

報（資料 2-2）に関して報告がなされた。また、部会 3 について、第 3 回世界エンジニアリング

デー記念シンポジウムの案内が紹介された（詳細は議題 3）。 

 

3.  今後の活動の進め方 

3-1.  2022年度事業計画・2021年度事業報告 

  資料 3-1に基づき、2022年度事業計画並びに 2021年度事業報告が提案され、承認された。 

 

3-2.  第 12回人材育成シンポジウム（CPD協議会との合同）報告(2021/11/26) 

  資料 3-2に基づき、第 12回人材育成シンポジウム（CPD協議会との合同）のプログラムが紹

介され、参加者数実績や収支決算書を含む開催結果が報告された。 

 

3-3. 第 3回世界エンジニアリングデー記念シンポジウム案内(2022/3/4) 

  資料 3-3に基づき、第 3回世界エンジニアリングデー記念シンポジウムの案内が紹介された。

「技術者のダイバシティー」と「カーボンニュートラルへの挑戦」を主要テーマとして、登壇者

が決定された旨、並びに、第一部で部会 3の山本誠主査がモデレーターを務める旨が紹介された。 

 

4. 委員の交代ほか 

  資料 4に基づき、副代表・部会主査・委員の交代について、提案され、承認された。 

  副代表 2名の交代、部会１主査の交代などが主な内容である。正式な就任は、6月開催の理事

会で承認後となる。 

   ・副代表交代    廣瀬壮一先生、林洋一先生  ➡ 荻窪光慈先生、山本誠先生 

   ・部会１主査交代  廣瀬壮一先生  ➡ 白旗弘美先生 

   ・電気学会委員交代 林洋一先生   ➡ 竹下隆晴先生 

   ・日本非破壊検査協会委員増       廣瀬壮一先生 （同協会の承認後就任予定） 

 

5. その他 

1） 高等教育国際シンポジウム案内（2022/2/23） 

 資料 5に基づき、「高等教育国際シンポジウム ウィズコロナ時代に高等教育は何を保証する

のか」の案内が紹介され、本コンソーシアムの後援が承認された。 

 

2） 国土交通省西尾オブザーバより、「新たな国土交通省技術基本計画（案）」の説明、並びに

パブリックコメントの実施について紹介があった。数十年後の将来の技術発展や社会イメージに

関して活発な意見交換がなされた。 

 

 ・次回コンソーシアム会議は 2022年 4月頃開催予定とする。 

以上 
 


